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学
校
の
授
業
が
週
五
日
制
に
な
り
、
教
育
方
針
も

大
き
く
変
革
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
変
革
の
中
で
も

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
推
進
は
、
地
域
の
人

た
ち
が
学
校
教
育
へ
の
理
解
を
示
し
、
地
域
の
教
育

力
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
も
中
学
校
よ
り
協
力
依
頼
を
う
け
、
地
域

と
学
校
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
れ
ば
と
活
動
を
始
め
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
校
と
保
護
者
の
関
係
が
メ
イ

ン
だ
っ
た
教
育
の
世
界
で
、
地
域
住
民
と
学
校
の
接

点
を
簡
単
に
作
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
学
校
は
生
徒
と
保
護
者
、
教
師
の
間
に
成
り
立

つ
も
の
。
地
域
の
者
に
何
が
で
き
る
」
と
の
考
え
方

も
依
然
あ
っ
て
、
活
動
当
初
は
理
解
と
協
力
が
、
あ

ま
り
得
ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
考
え
た
の
が「
ふ
れ
あ
い
教
室
」で
す
。
こ

れ
は
学
校
を
開
放
し
て
も
ら
い
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
、
お
互
い
に
理
解
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
、
囲
碁
や
将
棋
、
社
交
ダ
ン
ス
、
茶
道
、
七
宝

焼
、
そ
し
て
、
車
椅
子
の
体
験
等
の
催
し
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、少
し
ず

つ
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
の
育
成
へ
の
協
力
を
通
じ
、地
域

と
学
校
と
の
接
点
も
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

広
報
委
員
長　

鈴
木
立
也
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かながわ福祉サービス運営適正化委員会における苦情解決事業

苦
情
案
件
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

　

平
成
十
三
年
度
に
、
委
員
会
で
受
理

し
た
苦
情
案
件
は
七
十
三
件
で
、
前
年

度
の
半
年
間
の
件
数
三
十
六
件
と
、
ほ

ぼ
変
ら
な
い
件
数
に
留
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
委
員
会
が
苦
情
解
決
の
た
め

に
対
応
し
た
回
数
は
、
延
べ
八
百
六
十

四
回
と
、
前
年
の
回
数
（
百
六
十
四
回

／
半
年
間
）を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、

数
多
く
の
事
情
調
査
等
を
必
要
と
す

る
、
解
決
困
難
な
苦
情
案
件
の
増
加
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

苦
情
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
者
を
所

在
地
別
に
見
る
と
（
表
１
）、
事
業
者
の

～平成１３年度福祉サービス苦情解決事業報告書から～

情
調
査
、
当
事
者
間
の
話
し
合
い
の
場

の
設
定
・
立
会
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

事
例
か
ら
み
る
解
決
へ
の
糸
口

　

三
頁
の
（
図
１
）
に
も
あ
る
と
お
り
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
処
遇
に
関
す
る
苦
情

案
件
は
、
事
業
者
が
利
用
者
に
対
し
て

迅
速
で
的
確
な
、
そ
し
て
誠
実
な
対
応

を
し
た
か
否
か
が
、
解
決
を
す
す
め
る

上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
苦
情
申
出
が
あ
っ
た
場

合
、
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
対

応
し
て
解
決
に
至
っ
た
か
、
い
く
つ
か

の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１　
素
早
く
設
備
を
改
善
し
た

申
出
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
車
の
運

転
手
が
携
帯
電
話
を
通
話
し
な
が
ら
運

転
し
て
い
て
危
険
だ
〈
一
般
市
民
〉」

対
応　
事
情
調
査
の
結
果
、
申
出
者
は

当
委
員
会
に
申
出
を
し
つ
つ
、
事
業
者

に
も
そ
の
旨
を
匿
名
の
電
話
で
伝
え
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
通
知
を

受
け
た
時
点
で
、
事
業
者
は
危
険
を
伴

わ
な
い
電
話
に
機
種
変
更
し
、
苦
情
の

原
因
が
既
に
解
決
し
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。
事
業
者
の
素
早
い
対
応
で
、
事

業
者
に
対
す
る
一
般
市
民
の
信
頼
が
よ

り
高
ま
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
２　
詳
細
な
経
過
説
明
と
今

後
の
改
善
が
約
束
さ
れ
た

申
出
「
利
用
者
は
椅
子
で
座
位
を
保
つ

の
が
不
安
定
で
、
家
庭
で
は
肘
掛
け
の

あ
る
椅
子
を
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
を
事
業
者
に
伝
え
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
肘
掛
け
の
な
い
椅
子
に
座
ら
せ
た

た
め
に
、
転
倒
し
、
け
が
を
し
た
。
事

業
者
か
ら
は
電
話
で
簡
単
な
説
明
し
か

さ
れ
て
い
な
い
〈
利
用
者
家
族
〉」

対
応　
委
員
会
の
立
会
の
も
と
に
当
事

者
間
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
事
業
者

か
ら
詳
細
な
経
過
説
明
と
、
不
快
感
を

与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
様
の
事
故
が

発
生
し
な
い
た
め
の
改
善
策
の
提
示
や

家
族
と
綿
密
に
連
絡
を
取
る
と
の
説
明

も
行
わ
れ
、
申
出
者
は
納
得
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
３　
誠
意
あ
る
謝
罪
と
金
銭

表１　事業者の所在地別

合　計不　詳横須賀市川崎市横浜市県　域年　　度

３６１３３１６１３１２年度（半年間）

７３５１１６２４２７１３年度（１年間）

表２　福祉サービス利用者別

合　計その他児　童
障 害 者

高齢者年　度
精神知的身体

３６０１０４９２２１２年度（半年間）

７３５３１３１５９２８１３年度（１年間）

　平成12年10月、福祉サービスに関する利用者
等からの苦情を適切に解決するため、社会福祉法
第８３条により設置された「かながわ福祉サービス
運営適正化委員会」（以下、委員会）事業も１年半
を経過し、委員会の存在が周知されたことに伴い
業務が増大してきています。
　福祉サービス利用者等から申出のあった苦情の
解決は、相互の信頼関係をより高めるために、事

業者段階での適切な解決が図られることが最も好
ましいと考えられます。このため委員会では、ま
ず苦情の当事者間での話し合いを推奨してきてお
り、その多くが解決に至っています。
　今回の特集では、これまでに委員会に申出がな
された苦情に対する解決事例を紹介しながら、事
業者に求められる姿勢と、今後の課題について考
えてみたいと思います。

多
い
政
令
市
、
中

核
市
が
約
６
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
出
の

あ
っ
た
苦
情
を
利

用
者
別
に
見
る

と
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
々
が

全
体
の
八
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す

が
、
前
年
に
比
べ

る
と
精
神
障
害
当

事
者
か
ら
の
申
出

が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
今

後
、
支
援
費
制
度

の
導
入
に
よ
り
、

さ
ら
に
障
害
当
事

者
か
ら
の
申
出

の
増
加
が
推
測

さ
れ
ま
す
。（
表

２
）

　

一
方
、
申
出

案
件
の
七
割
は

相
談
助
言
で
解

決
に
至
っ
て
い

ま
す
。（
三
頁
、

表
３
）
な
お
、

こ
の
「
相
談
助

言
」「
紹
介
伝

達
」
等
の
区
分

は
、
全
社
協
の

定
め
た
分
類
に

よ
る
も
の
で
、

「
相
談
助
言
」

に
は
事
業
者
、

行
政
等
へ
の
事



第６１１号　福祉タイムズ　２００２．１０．１５　第三種郵便物認可（３）

納得をした理由申出をした理由

的
保
障
が
な
さ
れ
た

申
出
「
短
期
入
所
中
の
夜
間
に
利
用
者

が
喧
噪
に
な
り
、
ガ
ラ
ス
戸
に
足
を
ぶ

つ
け
大
け
が
を
し
た
。
喧
噪
状
態
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
が
適
切
な

対
応
を
せ
ず
、
責
任
者
に
翌
日
ま
で
連

絡
を
し
な
い
う
え
、
入
院
後
の
事
業
者

の
対
応
も
良
く
な
い
。
責
任
を
明
確
に

し
て
謝
罪
し
、
今
後
同
様
な
事
故
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
改
善
策
を
講
じ
て
欲

し
い
〈
利
用
者
家
族
〉」

対
応　
事
情
調
査
の
結
果
、
適
切
な
職

員
の
対
応
や
安
全
を
考
慮
し
た
家
具
等

の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
事
故
の

発
生
が
予
防
で
き
た
可
能
性
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
「
入

院
程
度
の
事
故
は
直
ち
に
責
任
者
に
連

絡
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、

病
院
の
都
合
で
当
日
す
ぐ
に
入
院
し
な

か
っ
た
か
ら
と
、
担
当
職
員
は
責
任
者

に
連
絡
を
し
な
か
っ
た
。
委
員
会
の
立

会
で
当
事
者
間
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
法
人
の
責
任
者
が
、
対
応
次
第
で

予
防
可
能
な
事
故
だ
っ
た
こ
と
を
認

め
、
誠
意
あ
る
謝
罪
を
し
た
。
ま
た
、

改
善
計
画
の
提
示
と
、
金
銭
的
な
保
障

が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
申
出
者
は
納

得
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
課
題

　

十
三
年
度
に
受
理
し
た
苦
情
案
件
の

中
に
は
、
現
行
の
基
準
の
充
実
、
新
た

な
指
針
等
の
制
定
、
行
政
に
よ
る
指
導

等
が
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。報
告
書
で
は
、そ
の
中
か
ら
四
つ

の
課
題
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
法
に
よ
り
調
査
権
、
改
善
命
令
等

の
権
限
を
有
す
る
県
福
祉
部
に
も
そ
の

取
り
組
み
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
各
事

業
所
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

○
施
設
利
用
中
の
寄
付

　
「
高
齢
の
利
用
者
が
行
っ
た
高
額
寄

付
に
は
疑
義
が
あ
り
、
事
業
者
は
慎
重

に
対
応
し
て
欲
し
い
〈
利
用
者
家
族
〉」

　

広
く
福
祉
施
設
に
共
通
し
た
、
倫
理

面
で
様
々
な
問
題
を
含
む
課
題
で
あ
り
、

関
係
者
に
よ
る
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
行
政
に
提
出
す
る
事
故
報
告

　
「
施
設
利
用
中
に
起
き
た
二
度
の
誤

嚥
事
故
（
二
度
目
の
事
故
で
死
亡
）
の

行
政
へ
の
報
告
の
仕
方
、
内
容
等
に
問

題
が
あ
る
〈
利
用
者
家
族
〉」

　

現
行
の
規
則
等
で
報
告
の
範
囲
・
内

容
等
の
判
断
が
、
施
設
長
に
大
幅
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題

で
す
。
利
用
者
の
信
頼
を
高
め
る
視
点

か
ら
、
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定

等
の
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
障
害
者
の
拘
束

　
「
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者

の
、
骨
折
し
て
い
る
足
が
車
椅
子
に
固

定
さ
れ
、
更
に
車
椅
子
も
転
倒
防
止
の

た
め
柱
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
人
間
の

尊
厳
を
奪
う『
拘
束
』を
行
い
な
が
ら
、説

明
を
受
け
て
い
な
い
〈
利
用
者
家
族
〉」

　

事
業
者
は
拘
束
禁
止
の
原
則
を
十
分

理
解
し
な
が
ら
も
、
利
用
者
の
安
全
配

慮
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
難
し
い
判

断
を
迫
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

が
起
き
た
時
ど
う
対
応
す
る
の
か
。関
係

者
に
よ
る
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
帰
宅
時
の
職
員
の
同
行
と
対
応

　
「
母
親
の
運
転
す
る
車
で
一
時
帰
宅

を
終
え
帰
園
す
る
途
中
で
、
利
用
者
が

喧
噪
に
な
り
、
車
か
ら
転
落
し
大
け
が

を
し
た
。
同
行
職
員
の
介
助
に
問
題
が

あ
る
〈
利
用
者
家
族
〉」

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
職
員
が
勤
務
時

間
外
に
善
意
で
同
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
時
帰
宅
の
実
施
方
法
等
は
施
設

長
の
判
断
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
今

後
も
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
一
定
の
基
準
や
指
針
の
策
定
な
ど

の
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

委
員
会
で
の
今
後
の
取
り
組
み

　

来
年
度
よ
り
支
援
費
支
給
方
式
が
実

施
さ
れ
、
苦
情
の
申
出
件
数
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
者

（
申
出
者
）、
事
業
者
の
苦
情
解
決
責

任
者
、
第
三
者
委
員
の
方
々
と
協
働
し

て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
）

表３　苦情内容・対応内容別
合　計継続中その他通　知あっせん伝達紹介相談助言区　　分

４７７１００７３２サービスの内容

１１１０００３７説明・情報提供

９１０１００７被 害 ・ 損 害

１０００００１権 利 侵 害

５００００３２そ の 他

７３９１１０１３４９合 計

※利用料０

図１　申出をした理由と納得をした理由

事
前
の
指
摘
に
対
応
し
な
い

当
事
者
間
の
話
し
合
い

苦
情
の
申
し
出

納　
　
　
　

得

話
し
合
い
で
の
不
適
切
な
発
言

�

事
故
等
の
発
生

� � �説明が異なる

謝罪がない

対応が遅い 丁寧な説明

誠意ある謝罪

予防する改善策

金銭的な補償
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本
年
四
月
の
発
足
以
来
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
化
の
準
備

を
進
め
て
き
た
「
神
奈
川
セ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
」（
会
員
七
十
一
施
設
）
が
、
法
人

格
取
得
を
契
機
に
、
去
る
九
月
十
九
日

事
務
所
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
県
内
に
は
、
障
害
者
の
福
祉
的
就

労
の
場
で
あ
る
福
祉
工
場
や
授
産
施
設

な
ど
の
法
定
施
設
が
八
十
九
カ
所
あ

り
、
企
業
や
行
政
か
ら
の
仕
事
の
請

負
、
自
主
製
品
の
発
注
・
販
売
活
動
を

行
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
基
本
的
に
各

施
設
毎
に
「
営
業
活
動
」
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

本
会
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
で

は
、
一
年
半
の
準
備
期
間
を
経
て
、
こ

の
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
の

開
拓
や
自
主
製
品
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
営
業
活
動
を
共
同
化
し
、
仕
事
の
効

率
的
な
獲
得
と
、
受
注
し
た
仕
事
を
各

施
設
に
斡
旋
す
る
こ
と
で
不
況
に
も
強

い
、
足
腰
の
強
い
施
設
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
会
員
施
設

を
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
職
員
が
尋
ね
、
生

産
品
目
等
の
情
報
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
行
政
に
も
積
極
的
な
調
査
を

行
い
、
今
後
の
販
売
・
受
注
の
可
能
性

を
探
る
と
と
も
に
、
企
業
等
に
も
営
業

　

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
ゆ

め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
）
で
は
、
去
る
九
月

十
八
日
、
友
愛
チ
ー
ム
活
動
（
以
下
、

チ
ー
ム
）
の
三
十
周
年
を
記
念
す
る
集

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
社
会
の
中
で
、

高
齢
者
が
同
世
代
の
友
人
と
し
て
相
互

に
生
活
を
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
に
、

全
国
に
先
駆
け
て
、
昭
和
四
十
七
年
に

本
県
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
県
内
五
百
四
十
九
の
チ
ー
ム
が
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

日
常
生
活
援
助
等
の
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
集
い
の
冒
頭
で
は
、
チ
ー
ム

の
活
動
推
進
に
特
に
尽
力
さ
れ
た
三
十

九
名
に
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
更
な
る
躍
進
を
願
い
、
特

別
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は「
聴
く
こ
と
の
意
味
」

と
題
し
、
東
海
大
学
健
康
科
学
部
の
村

田
久
行
教
授
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
自
身
も
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
村
田
氏
は
、「
生

の
終
末
期
を
迎
え
た
方
々
が
、
昔
の
こ

と
を
語
ろ
う
と
す
る
の
は
、
自
ら
の
一

生
を
自
覚
し
、
本
能
的
に
そ
の
ま
と
め

を
し
よ
う
と
す
る
『
生
の
回
顧
』
で
は

な
い
か
。
聴
く
こ
と
は
、
そ
の
魂
の
仕

事
を
お
手
伝
い
し
て
あ
げ
る
こ
と
。
ま

た
、
自
己
の
存
在
を
見
出
し
、
生
き
る

力
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
も
あ

る
。
相
手
を
気
遣
い
、
魂
の
声
を
汲
み

取
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
関
係
を
、
チ
ー
ム

で
育
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
、
活
動
へ

の
温
か
い
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
笑
顔
が
み
た
く
て

こ
ん
に
ち
は
」
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
関
係
者
が
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
紹
介
や
課
題
等

を
発
表
。
相
互
協
力
で
作
り
上
げ
る
福

祉
社
会
の
必
要
性
を
、
参
加
者
と
と
も

に
確
認
し
合
い
ま
し
た
。　
（
企
画
課
）

※
七
面
の
「
ひ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
、
特
別
表
彰
受

賞
者
の
方
に
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�　

－

　

－

８
７
３
７

０４５

３１１

�
�
�
��
�
�
��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

－

県
老
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
友
愛
チ
ー
ム
」　

周
年
を
迎
え
る－

３０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

―
「
神
奈
川
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
」
事
務
所
が
開
設
さ
れ
る
―

友愛チーム活動３０周年記念特別
表彰を受ける皆さんのようす

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
方
は
、「
施
設
に
は
多
く
の

可
能
性
が
眠
っ
て
い
る
。
実
際
に
見
聞

き
し
た
こ
と
を
大
切
に
、
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
豊
富
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
会
と
し
て
も
、
社
会
就
労
セ
ン
タ

ー
協
議
会
を
通
じ
て
、
活
動
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
事
業
課
）

◆
神
奈
川
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

２
９
５
９

045

312

※
S
E
L
P
（
○Suportof○ E

m
ploy

-m
ent○ L

iving
and
○ P
articipatio

n

）＝
就
労
と
生
活
、
社
会
参
加
へ
の
支

援
の
意

セ

ル

プ

待望の事務所が開設され、五十嵐紀子理事長
（中央左）を始め意欲を見せる理事の皆さん
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人
間
の
尊
厳
を
考
え
る
と
は
「
い
の

ち
の
権
利
」「
人
権
の
普
遍
性
と
個
性
」

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
思
い

ま
す
。
最
近
、
出
生
前
診
断
と
し
て
血

清
マ
ー
カ
テ
ス
ト
が
さ
れ
る
と
新
聞
記

事
で
知
り
、
戦
前
の
優
性
保
護
思
想
を

思
い
、
障
碍
者
を
排
除
す
る
理
論
に
つ

な
が
る
恐
れ
を
切
に
感
じ
ま
し
た
。
幸

せ
の
価
値
観
は
、
そ
の
人
の
意
志
の
自

己
決
定
で
あ
り
、
選
択
で
す
。
ダ
ウ
ン

症
の
息
子
を
も
つ
あ
る
母
親
が
、
か
つ

て
私
に
言
い
ま
し
た
。

　
「
心
の
底
か
ら
、
こ
の
息
子
が
愛
し

い
。
か
え
っ
て
私
の
方
が
息
子
に
生
か

さ
れ
、
励
ま
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

入
選
し
た
「
命
の
尊
さ
」
の
詩
の
解

説
と
し
て
、
私
は
こ
う
書
き
ま
し
た
。

　
『
い
つ
か
ら
人
間
は
、
こ
ん
な
に
も

�
慢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

科
学
、
医
学
の
進
歩
や
国
家
の
権
力
を

笠
に
着
て
、
裁
き
得
な
い
人
が
人
を
裁

く
、
こ
ん
な
理
不
尽
に
対
し
、
堂
々
と

も
の
を
言
え
る
人
間
が
い
な
い
の
だ
ろ

う
か
』

　

私
は
ま
だ
言
え
る
。
し
か
し
、
生
ま

れ
て
く
る
幼
な
児
に
は
言
え
な
い
。

　
「
い
の
ち
の
領
域
」は「
神
様
の
領
域
」

で
あ
る
。
私
た
ち
の
い
の
ち
は
科
学
的

事
実
で
は
な
く
、
人
間
的
真
実
に
あ
る

の
だ－

。　　
　
　
　
　
　
（
大
石
忠
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp
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内
閣
府
「
総
合
規
制
改
革
会
議
」
が
中
間
ま
と
め
を
公
表－

　

経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
必
要
な
規
制
の
あ
り
方
に

関
す
る
基
本
事
項
に
つ
い
て
総
合
的
に

調
査
審
議
を
す
す
め
る
、
内
閣
府
の

「
総
合
規
制
改
革
会
議
」
で
は
、
本
年

度
当
初
か
ら
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
検
討
を
行
っ
て
き
た
「
分
野

横
断
的
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
の
中
間
と

り
ま
と
め
（
以
下
、
と
り
ま
と
め
）
を

公
表
し
ま
し
た
。（
※
）

　

こ
の
と
り
ま
と
め
は
、
民
間
委
員
の

意
見
を
基
に
、
各
省
合
意
に
向
け
た
努

力
目
標
と
し
て
位
置
付
け
、
基
本
的
な

合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
問
題
意
識
や
考
え
方
を
示
す
と
と

も
に
、
所
管
府
省
等
に
お
け
る
意
見
が

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
の
創
出
や
経
済
活
性
化
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

の
五
つ
の
章
立
て
で
構
成
さ
れ
て
い
る

と
り
ま
と
め
の
、
第
二
章
「
民
間
参
入

・
移
管
拡
大
に
よ
る
官
製
市
場
の
見
直

し
」
で
は
、
社
会
情
勢
や
労
働
環
境
、

意
識
等
の
変
化
に
よ
り
、
国
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、
安
価
で
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
向
け
、
医
療
・
福
祉
・
教

育
・
農
業
の
各
分
野
へ
の
、
株
式
会
社

の
市
場
参
入
、
拡
大
を
求
め
て
い
ま

す
。
特
に
福
祉
分
野
で
は
、
特
養
へ
の

株
式
会
社
の
参
入
の
推
進
や
、
既
に
参

入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
資
産
基
準
等
の
不
均
等
を
是
正
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
れ
を
受
け
、

「
特
養
に
あ
っ
て
は
、
介
護
高
齢
者
の

生
活
あ
る
い
は
生
涯
全
般
を
支
援
す
る

施
設
の
性
格
上
、
安
定
的
で
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
益
性
を
重
視
し
た

株
式
会
社
の
参
入
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
ケ
ア
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
は
、

事
業
収
入
の
使
途
用
途
や
法
人
運
営
、

財
産
管
理
に
関
わ
る
公
的
関
与
の
手
段

投
入
等
の
法
的
規
制
が
課
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
鑑
み
、
資
産
基
準
の
み
を
不
均

等
と
判
断
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
議
論
を
深
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
検
討
課
題
等
も
加
味
し
な

が
ら
、
年
内
の
「
第
２
次
答
申
」
と
り

ま
と
め
に
向
け
、
調
査
審
議
を
す
す
め

る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

※
U
R
L h

ttp://w
w
w
8.cao.go.j

p/kisei/siryo/020723/
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【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
界
ハ
ー
ト
展
入
選
作
品
】
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県
社
協
の�

　

老
人
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
九
月
十
五
日
の
「
敬

老
の
日
」
は
「
老
人
の
日
」
に
、
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の
一
週
間
が
、「
老
人
週
間
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
と
、
あ
ら

た
め
て
高
齢
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
機

会
と
し
て
、
去
る
九
月
十
四
・
十
五
日
の
両
日
、県
社

会
福
祉
会
館（
横
浜
市
神
奈
川
区
）及
び
隣
地
の
沢
渡

中
央
公
園
で
、

「
第
十
四
回
か

な
が
わ
高
齢
者

文
化
祭
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
沢
悠
里
氏

（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）
の

講
演
で
は
、
巧

み
な
話
術
に
参

加
者
の
笑
い
が

絶
え
ず
、
世
代

間
交
流
囲
碁
・

将
棋
対
局
で

は
、
小
中
学
生

の
強
さ
に
圧
倒

さ
れ
る
場
面

も
。
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ

ー
、
趣
味
発
見
コ
ー
ナ
ー
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
相

談
、
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
日
頃
の
活
動
成
果
発
表
等
、
多
彩
な
コ
ー
ナ

ー
展
開
に
、
約
一
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
日
か
ら
三
日
間
は
、
ア
ー
ト
ガ
ー
デ

ン
か
わ
さ
き
（
川
崎
市
川
崎
区
）
で
「
第
一
回
か
な

が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内

の
六
十
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
対
象
に
、
日
本
画

・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
を
募
集
。
約
百

六
十
点
の
作
品
が
集
ま
り
、
そ
の
全
て
を
展
示
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
秀
作
に
、
感
歎
の
声
が
場
内

の
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
人
生
を
四
季
に
例
え
る
な
ら
、
高
齢
期
は
正
に

『
み
の
り
の
秋
』。
豊
か
な
秋
に
し
た
い
で
す
ね
」

　

参
加
者
か
ら
の
言
葉
ど
お
り
、
高
齢
者
の
い
き
い

き
と
輝
く
姿
が
、
清
々
し
く
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

今
年
度
の
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
が
、
去
る

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
県
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
福
祉
用

具
・
住
宅
改
造
相
談
に
関
わ
る
人
や
介
護
支
援
専
門

員
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
関
わ
る
人
な
ど
を
対
象

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

今
回
の
研
修
に
は
百
五
十
余
名
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
四
十
名
が
十
二
日
間
に
わ
た

っ
て
、
か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
（
県
民
セ
ン

タ
ー
十
三
階
）
の
福
祉
用
具
展
示
場
等
で
、
用
具
の

特
性
・
種
類
や
利
用
者
・
家
族
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
、
演
習
を
通
じ
て
学

り
福
祉
用
具
プ

ラ
ン
ナ
ー
研
修

の
修
了
証
が
発

行
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
十
二
年

度
よ
り
、
旧
神

奈
川
県
福
祉
プ

ラ
ザ
（
現
か
な

が
わ
と
も
し
び

セ
ン
タ
ー
）
で

始
ま
っ
た
こ
の

研
修
も
、
す
で

に
百
三
名
（
今
年
度
受
講
者
を
除
く
）
が
修
了
し
、

福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
学
ん
だ
専
門
知
識
や

技
術
を
、
介
護
の
現
場
で
生
か
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
・
家
族
に
と
っ
て
身
近
な
福
祉
用
具
の
専
門
家
と

し
て
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
た
積
極
的
な
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

（
研
修
研
究
課
）
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福祉用具プランナーとは

　譛テクノエイド協会が提唱。
　福祉用具を必要とする高齢者や
障害者に対して、必要な福祉用具
の選択を援助し、適切な導入計画
を策定。かつ利用の支援及び適合
状況を、モニター・評価まで行う
ことのできる福祉用具の専門家で
す。
　利用者・家族の福祉用具に関す
る相談や苦情に応じ､福祉用具全
般に関して利用者の立場から、利
用者の選択や意志決定の支援を行
う存在です。

高
齢
期
を
よ
り
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に

　

―
多
彩
に
「
か
な
が
わ
高
齢
者
文
化
祭
」
を
開
催
ー

美術展の作品を熱心に鑑賞する
来場者（左）と文化祭の世代間
交流囲碁対局のようす（右）

福
祉
用
具
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て

　

―
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
を
開
催
―

リフターを使った移乗動作に取り組む受講生

習
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
の

研
修
確
認
試
験
が
行
わ
れ
、
合
格
者
に
は
同
協
会
よ
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図 書

★生活福祉と生活協同組合福祉～福祉ＮＰ
Ｏの可能性（朝倉美江、同時代社）
★ホ－ムヘルパ－が支える介護現場（平出
田鶴子、創流出版）
★痴呆性高齢者ケアの経営戦略（大國美智
子・中西茂他、中央法規）
★障害者福祉がかわる～考えよう！支援費
制度（いぶき福祉会、生活思想社）
★ひきこもりの思春期～いかに考え、いか
に向き合うか（斎藤環他、星和書店）
★子ども虐待と援助～児童福祉施設・児童
相談所のとりくみ（竹中哲夫、ミネルヴァ
書房）

資 料

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
役
員
会
の
う
ご
き

◇
理
事
会
＝
９
月　

日
・
①
正
会
員
入
会
申
込

２０

み
、
②
県
社
協
会
長
顕
彰
者
の
選
考
、
③　

年
１４

度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）、
④　

年
新
年
賀
詞
交
歓
会
、
叙
勲
・
褒

１５

章
等
受
賞
者
祝
賀
会
、
⑤
理
事
の
推
薦
、
⑥
各

種
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】　

風
の
谷

（福）

【
施
設
部
会
】
知
的
障
害
者
更
生
施
設
や
ま
び

こ
工
房
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
わ
か
た
け
富

岡
、
介
護
老
人
保
健
施
設
ソ
レ
イ
ユ
カ
ー
マ

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
の
作
品
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

障
害
者
ア
ー
ト
専
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ー
ト
ビ

リ
テ
ィ
」
で
は
、
審
査
会
で
選
ば
れ
た
全
国
の

障
害
者
作
家
の
作
品
約
四
千
点
を
、
有
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
作
者
に
還
元
さ

れ
、
自
立
の
た
め
の
援
助
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
印
刷
物
等
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝http://w

w
w
.artbility.com

/

◇
問
合
せ
＝　

東
京
コ
ロ
ニ
ー
・
ア
ー
ト
ビ
リ

（福）

テ
ィ

�　

―
５
２
８
７
―
６
０
６
１

０３

　
　

―
５
２
８
７
―
３
８
６
６

FAX
０３

損
保
ジ
ャ
パ
ン
記
念
財
団
自
動
車
購
入
費
助
成

◇
対
象
＝
①
東
日
本
地
区
に
所
在
す
る
、
主
に

障
害
者
の
在
宅
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
（
加
齢

に
伴
う
障
害
者
・
高
齢
者
を
除
く
）、
②
社
会
福

祉
法
人
（
小
規
模
通
所
授
産
施
設
に
限
定
）
又

は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
。
又
は
取
得
を
目
指

し
て
い
る
団
体

◇
助
成
額
＝
自
動
車
購
入
費
一
件
百
万
円
ま
で

（
購
入
価
格
は
助
成
額
の
二
倍
以
下
が
原
則
）

◇
〆
切
り
＝　

月
５
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

１１

◇
問
合
せ
＝
譛
損
保
ジ
ャ
パ
ン
記
念
財
団

�　

―
３
２
２
２
―
３
６
２
２

０３

　
　

―
３
２
２
２
―
３
６
３
４

FAX
０３

運
転
免
許
取
得
を
お
考
え
の
身
障
者
の
方
へ

東
園
自
動
車
教
習
所
で
は
国
の
委
託
に
よ
り
、

身
障
者
の
方
の
運
転
教
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
操
縦
装
置
付
き
車
両
や
手
話
に
よ
る
講
習

の
ほ
か
、
身
障
者
専
用
の
寮
（
有
料
）
な
ど
も

あ
り
、
安
心
し
て
教
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
「
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
。
就
職
活
動
中
の
方
が

入
所
し
た
場
合
、
所
定
の
教
習
費
が
無
料
と
な

り
ま
す
。

◇
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
通
称
＝
東
園
）

〈
所
在
地
〉埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
２－

１－

　
４６

�　

―　

―
２
７
１
１

０４８

４８１

　
　

―　

―
６
５
７
８

FAX
０４８

４８１

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
譖
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
相
模
支
部
▽
田

中
良
平

（
計
三
八
三
、
五
三
〇
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
奥
村
勝
子
▽
田
平
智
恵
子

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
８
月
号
の　

面
「
か
な
が
わ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
情

１０

報
」の
連
絡
先
名
称
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は「
聴

導
犬
育
成
の
会
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

★在住外国人生活支援・相談員育成プログ
ラム研究委員会報告書（本会）
★地域福祉権利擁護事業の機能拡充に関す
る研究／主任児童委員活動活性化事業報告
（全社協）
★介護の現実と再構築～介護事故・医療行
為・介護現場の真相を踏まえて（ヘルスケ
ア総合政策研究所、日本医療企画）
★「訪問介護におけるサ－ビス提供責任者
の実態及びその資質向上に関する研究」報
告書（ダイヤ高齢社会研究財団）
★デイサ－ビス・ショ－トステイ・痴呆性
高齢者グル－プホ－ムにおける実態調査事
業報告書（シルバ－サ－ビス振興会）
★人権ガイドラインを展望する～第６回療
護施設と人権シンポ＆全国交流集会／身障
療護施設居住者の生活に関する調査（療護
施設自治会全国ネットワ－ク）
★全障研第３６回全国大会レポ－ト集（全国
障害者問題研究会）
★不登校児童・生徒のための野外活動プロ
グラムの実践研究（神奈川県ふれあい教育
振興協会）
★地域福祉活動計画（葉山町社協）
★大阪府野宿生活者実態調査報告書（大阪
府立大学社会福祉学部都市福祉研究会）

【
訃
報
】

本
会
副
会
長
酒
井
喜
和
氏
（　

横
浜
共

（福）

生
会
理
事
長
、
譛
横
浜
市
在
宅
障
害
者

援
護
協
会
理
事
長
、
元
横
浜
市
会
副
議

長
、
元
譛
か
な
が
わ
と
も
し
び
財
団
理

事
長
）
が
、
平
成　

年
９
月　

日
、
急

14

30

性
心
筋
梗
塞
に
よ
り
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
享
年　

歳
。
故
人
は
、
経
営
者
部

72

会
長
、
活
動
推
進
委
員
会
委
員
、
か
な

が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と

し
て
、
本
会
事
業
の
推
進
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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前
回
は
、「
日
本
鋼
管
病
院
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
と
い
う
一
人
の
人
間
を

包
括
的
に
受
け
止
め
、
医
師
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
取
り
組
む
、「
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
株
式
会
社
く
ら
し
の
友
」（
本
社:

東
京
都
大
田
区
）
を
訪
ね
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
て
い
く
た
め
に
、
顧
客
の
声
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
を
考
え

な
が
ら
、
社
内
全
体
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

顧
客
の
声
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
眄

連載
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
危
機
管
理

　

措
置
か
ら
契
約
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
移
行
は
、
利
用
者
の
権
利
や

義
務
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
事
故
や
問
題
を
顕
在
化
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
事

業
者
は
、
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
、
利
用
者
の
安
心
や
安
全

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
し
た
体
制

づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
危
機
管
理
に
関
す
る
検
討
会
」で
は
、

福
祉
事
業
の
特
性
を
鑑
み
な
が
ら
、
福

祉
施
設
で
の
実
際
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
場
面
の
実
態
に
即
し
た
危
機
管
理
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
本
年
四
月
に
指
針

を
公
表
し
ま
し
た
。（
※
）
指
針
で
は
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
利
用
者

や
家
族
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
と
、
事
故
防
止
へ
の

積
極
的
な
情
報
と
し
て
の
苦
情
対
応
の

あ
り
方
を
、
基
本
的
な
視
点
と
し
て
筆

頭
に
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
業
務
を
中
心
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
㈱

く
ら
し
の
友
」
は
、
昭
和
四
十
二
年
に

会
員
組
織
を
基
盤
と
し
た
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
う
互
助
会
と
し
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
で
は
関
東
圏
の
約
三
十

八
万
世
帯
、
百
七
十
万
人
の
会
員
を
持

つ
企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
と
十
二
年
度
に
は
、
消
費

者
志
向
の
優
良
企
業
と
し
て
通
産
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
で
も
珍
し
い
二
度
に
渡
る
こ

の
快
挙
は
、
ひ
と
え
に
『
お
客
様
第
一

主
義
』
の
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
成
果
が

認
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
弊

社
は
、
人
と
し
て
『
人
』
と
『
人
』
と
の

 
絆 
が
り
に
喜
び
を
共
有
し
、
か
け
が
え

つ
なの

な
い 
生  
命 
を
ま
っ
と
う
し
う
る
、
た

い 
の
ち

く
さ
ん
の
人
々
の
た
め
に
『
豊
か
な
感

性
』
を
求
め
続
け
る
こ
と
を
生
業
と
し

て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
化

す
る
消
費
者
の
意
識
を
常
に
意
識
し
つ

つ
、
お
客
様
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
経
営
・
営
業
企
画
室

部
長
の
福
本
正
行
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

�
　

評
価
に
奢
る
こ
と
な
く
、
社
内
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
く
ら
し

の
友
で
は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
に
、
顧
客
の
声
を

系
統
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
て

い
く
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
「
七
年
前
に
、
社
長
室
直
結
の
『
お
客

様
相
談
室
』
を
設
け
ま
し
た
。
相
談
室

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
、
全
て
の
お

客
様
に
お
願
い
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
や
電
話
、
来
社
で
の
ご
意
見

を
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
総
合

的
に
把
握
し
て
分
析
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
関
連
部
門
の
指
導
・
管
理
を
行

言
い
辛
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
「
声
は
宝
」

い
ま
す
。
婚
礼
の
場
合
は
、
お
客
様
自

身
が
作
り
上
げ
る
と
い
う
意
識
が
強

く
、
十
分
な
準
備
期
間
を
経
た
サ
ー
ビ

ス
を
ご
提
供
で
き
る
た
め
、
比
較
的
ご

意
見
は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
葬
儀
の
場
合
は
、
心
の
動
揺
と
深

い
哀
し
み
の
中
で
、
弊
社
へ
の
依
頼
心

を
強
く
抱
い
て
い
る
お
客
様
に
、
短
時

間
で
全
体
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
施
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
終
了
後
お
客
様
が
落
ち
着
か
れ
た

後
で
、
ご
意
見
と
い
う
形
に
な
っ
て
現

れ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
言
い
辛
い
状

況
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
が
、
弊
社
に

と
っ
て
貴
重
な『
宝
』と
な
る
の
で
す
。」

�
　

く
ら
し
の
友
に
届
く
ア
ン
ケ
ー
ト
は

年
間
九
百
通
余
り
。
約
二
十
項
目
に
及

ぶ
質
問
は
、
社
員
の
対
応
や
説
明
、
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
の
ほ
か
、
外

注
し
て
い
る
食
事
内
容
や
僧
侶
の
態
度

な
ど
多
岐
に
渡
り
、
回
答
す
る
の
は
大

変
な
作
業
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

「
氷
山
の
一
角
」
そ
の
下
に
あ
る
も
の

豊
か
な
感
性
を
求
め
つ
づ
け
る
企
業

消費生活アドバイザーの日野さん（中央）を中心
に、再発防止策や改善策を分析、検討していく

㈱くらしの友
設　　立：昭和４２年４月
資 本 金：２億７，３８３万円
代 表 者：伴　良二
社 員 数：１，１３８人
主な事業：互助会の会員募集業

務及び冠婚葬祭に伴
う各種サービスの提
供

本　　社：〒１４４－００５１
東京都大田区西蒲田
８－３－１
�０３－３７３５－３１０１㈹

URL:http://www.kurashinotomo.co.jp/
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク120

　今年は、春の終わるころから猛暑が続いた
ため、家の中でテレビを見続けて、外に出な
い対象者が多かったこの夏。
　夢クラブ会員と、町内公園の手入れに行く
行き帰りに、対象者の家の前を通る際、涼風
を入れる窓から「元気かネ」「朝夕涼しいうち
に外の空気を吸ったら」などと声をかけ、誘
い合って公園にでかけました。そして、公園
のベンチで、老人会の様子や近所の仲間の話
をしているうちに話に花が咲き、いつの間に
か日が西に傾いていて、「また明日ネ」と―。
　この町内公園は、西湘バイパスの開通によ
り、海岸と陸の間にできた空地から生まれま
した。小田原市にお願いして土盛りをしても
らい、夢クラブの会員と町内の青年の協力に
より整地していきました。
　また、小田原市で地域緑化を目的に、自治
会や商店会で組織されたボランティア団体
「グリーンライフサークル」や「フラワーガ
ーデン」からいただいた、桜山茶花やツツジ、
ベゴニヤ、パンジーのほか、夢クラブ会員と
友愛チームのメンバーが、自費を投じて購入
した四季折々の植物を花壇に植え、少しずつ
造成していきました。
　町内の方はもとより、遠くは駅前の方たち
も散策や犬の散歩に来ては、「いつ来ても何
かの花が咲いていて、心が休まります」と言
ってくれるので、毎日の雑草むしりや水かけ
に精を出しております。
　夢クラブの茶会や新年会、総会等で昼食を
伴う折りには、歩行が困難な方には、友愛チ
ームや夢クラブの仲間たちが手を添え、肩を
杖代わりに貸して迎え、若い頃唄った詩を合
唱したりしています。
　私も８０歳を越えますが、戦前・戦後の話を
したくても話し相手もなく、体の障害で外出
もままならない対象者の、集いの中でのひと
時の笑顔を見ると、友愛チームを作って良か
ったとしみじみと思う今日この頃です。

「友愛チーム対象者を
　　　　　　屋外に誘う」

小田原市夢クラブ
23区蒼龍会友愛チーム
代表　高橋章
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今月のまとめ�

今月のまとめ�

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
が
書
き
込
ま
れ
て

い
る
自
由
記
載
欄
を
見
る
と
、
顧
客
の

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
感
心
の
高
さ
を
、

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
お
客
様
相
談
室
」の
消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
日
野
春
代
さ
ん
は
、

「
ご
意
見
の
多
く
は
『
説
明
が
足
り
な

い
（
違
っ
て
い
た
）』『
担
当
者
の
連
携

が
取
れ
て
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
た
』
な

ど
の
苦
情
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
細
や

か
で
、
親
身
に
な
っ
た
対
応
を
心
が
け

れ
ば
改
善
で
き
ま
す
。
し
か
し
苦
情
は

困
る
こ
と
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
と
捉

え
、
担
当
者
に
改
善
を
求
め
る
だ
け

で
、
原
因
を
究
明
せ
ず
に
問
題
を
片
付

け
て
し
ま
う
。『
担
当
の
方
の
献
身
ぶ

り
に
感
動
し
た
』
な
ど
の
賞
讃
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
際
も
同
様
で
、
他
の
社

員
に
紹
介
さ
れ
ず
、
本
人
だ
け
に
伝
え

ら
れ
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
苦
情
や
賞

讃
の
言
葉
の
裏
側
に
あ
る
、
お
客
様
の

真
意
に
真
摯
に
向
き
合
う
社
風
を
、
社

員
全
員
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
最

も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
弊
社
で
は
ご

意
見
に
対
す
る
後
日
調
査
を
行
い
、
担

当
者
に
報
告
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。『
何
故
苦
情
と
な
っ
た
の

か
？
何
故
誉
め
ら
れ
た
の
か
？
』
そ
の

原
因
や
対
応
、
創
意
工
夫
を
全
社
員
が

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
の

心
と
感
じ
あ
え
る
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
企
画
課
）

※
U
R
L　http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

houdou/2002/04/h0422-2.htm
l
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『
顧
客
の
声
』
を
ど
う
捉
え
、
サ

ー
ビ
ス
に
生
か
し
て
い
く
か
、
こ
れ
は

ど
の
企
業
で
も
命
題
に
な
っ
て
い
る
テ

ー
マ
で
す
。

　

今
、
企
業
で
積
極
的
に
取
得
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
社
会
福
祉
施
設
に
あ
っ

て
は
、
既
に
全
国
で
三
十
施
設
以
上
が

取
得
し
て
い
ま
す
）
の
中
に
も
、
顧
客

満
足
（
測
定
・
分
析
・
改
善
）
の
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
第
三
者
評
価
も
、
非
常
に
前
向

き
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
顧
客
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
の
必
要
性

と
、
そ
れ
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

顧
客
の
う
ち
、
実
際
に
苦
情
を
伝
え

て
く
る
の
は
、
全
体
の
約
四
％
程
度
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
顧
客
が
百
人
い

る
と
し
た
ら
、
四
人
は
実
際
に
苦
情
を

声
に
し
て
伝
え
て
く
る
訳
で
す
。
そ
こ

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
苦

情
を
胸
に
抱
い
て
い
る
の
は
、
本
当
に

四
人
だ
け
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
よ
う
な「
聞
こ
え
て
こ
な
い
苦

情
」
の
存
在
を
思
え
ば
、
声
と
し
て
あ

が
っ
て
い
る
苦
情
は
、
ど
ん
な
も
の
も

軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
証
拠
に
、
苦
情
に
迅
速
に
対
応

し
解
決
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は
、

約
九
六
％
の
方
が
、
再
度
取
引
を
希
望

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
様
々
な
取
り
組
み

は
、
あ
く
ま
で
も
仕
組
み
な
だ
け
で
、

大
切
な
こ
と
は
、
全
職
員
で
目
的
を
理

解
し
な
が
ら
、
風
通
し
の
良
い
組
織
作

り
を
進
め
て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。



第６１１号　福祉タイムズ　２００２．１０．１５　第三種郵便物認可 （１０）

市
民
の
視
点
で
飛
躍
を
目
指
す「
始
め
の
一
歩
」

デ
イ　

こ
と
は
（
藤
沢
市
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

－社会福祉施設の設計管理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

特養ホーム
（厚木市）

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
は
、

地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
生
活
者
の
視

点
か
ら
、
地
域
に
必
要
な
「
も
の
」
や

「
サ
ー
ビ
ス
」
を
市
民
事
業
と
し
て
事

業
化
し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
出
資
し
て

経
営
を
担
い
、
労
働
す
る
新
し
い
働
き

方
で
す
。
生
協
の
共
同
購
入
事
業
を
始

め
、
家
事
介
助
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
を

行
う
在
宅
福
祉
関
連
事
業
や
惣
菜
の
販

売
、
仕
出
し
、
情
報
提
供
、
文
化
活
動

な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
お

り
、
本
県
内
で
は
、
約
百
九
十
団
体
が

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
藤
沢
市
内
で
介
護
保
険
指

定
事
業
の
「
デ
イ　

こ
と
は
」（
以
下
、

「
こ
と
は
」）
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ 
実  
結 
」（
以
下
、
実
結
）

み 
ゆ
い

の
理
事
長
で
あ
る
武
藤
さ
ん
と
、「
こ

と
は
」
管
理
者
の
服
部
さ
ん
に
、
お
話

を
伺
い
し
ま
し
た
。

今
何
が
で
き
る
か
を
常
に
考
え
な
が
ら

　

実
結
は
、
一
九
九
四
年
に
地
域
に
特

養
ホ
ー
ム
が
で
き
た
こ
と
を
契
機
に
、

職
員
と
と
も
に
介
護
を
担
い
、
市
民
の

参
加
型
福
祉
を
広
げ
る
目
的
で
、
そ
の

母
体
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
福
祉
を
特
定
の
人
の
も
の
と
せ
ず

に
、
地
域
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
会
員
が
経
験
を
重
ね

る
う
ち
に
、
よ
り
極
め
の
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
を
自
分
た
ち
で
運
営
す
る
こ
と

で
、
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
考
え
、
昨
年
、
介
護
保
険
事
業
者

の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
、
法

人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
約
一

年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
今
年
の
七
月

に
、
市
内
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
す
る
通

所
介
護
施
設
、「
こ
と
は
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
地
域
に
住
む
十
五
名

の
高
齢
者
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
主
さ
ん
を
始
め
、
近
隣
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
理
解
や
他
の
ワ
ー
カ
ー
ズ

・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、
温

か
な
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
武
藤
さ
ん
。

　

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
借
入
金
と
、
女
性

・
市
民
が
融
資
し
あ
う
「
女
性
市
民
バ

ン
ク
」
の
快
い
支
援
に
よ
り
、
歩
み
始

め
た
「
こ
と
は
」。
そ
の
名
称
に
は
、
初

心
を
忘
れ
な
い
「
こ
と
・
・
の
は・
じ
め
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
経
験
や
専
門
性
が
向
上
す
る
と
、

利
用
者
さ
ん
の
本
意
を
、
専
門
的
な
視

点
で
解
釈
し
て
し
ま
う
余
り
に
、
そ
の

意
志
や
思
い
を
安
易
に
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
同
じ
地
域
に
生
き
る
仲
間

と
し
て
の
視
点
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
身
の
丈
に
合
っ
た
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

な
が
ら
、
様
々
な
福
祉
資
源
が
広
が
る

よ
う
、
先
陣
を
き
っ
た
私
た
ち
が
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

服
部
さ
ん
は
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。　　

（
企
画
課
）

デ
イ　

こ
と
は
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絡
先
�
０
４
６
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３１

１日の定員は１６名。小規模ならでは
の家庭的で暖かい雰囲気が漂います
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